
第１１回 大垣市都市計画景観審議会議事録

（平成２８年４月２１日）



第１１回 大垣市都市計画景観審議会議事録 

 第１１回大垣市都市計画景観審議会を、平成２８年４月２１日（木）市役所

３階合同委員会室において開催した。 

その次第は、次のとおりである。 

議 題  

  １ 大垣都市計画公園の変更について 

本日の委員の出欠席は、次のとおりである。 

出席委員 

石原会長、藤垣副会長、岩井豊太郎委員、車戸委員、溝口委員、高橋委員、 

岩井哲二委員、田中委員、長谷川委員、関谷委員、冠者委員、木内委員、 

宗宮委員（代理出席：交通第一課長 谷口淳）、名和委員、立川委員、 

菱田委員 

欠席委員 

加納委員、小松委員、髙木委員、中川委員 
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本日の会議出席者は、次のとおりである。 

  都市計画部長   田中 裕

  都市計画課長   關  琢磨

都市施設課長  廣瀬 勝典 

庁舎建設推進室長   安田 佳樹 

都市計画課主幹 西脇 好尚

都市計画課主幹 平野 暁

都市施設課主幹 窪田 宗晃

都市施設課主幹 佐原 利孝

  庁舎建設推進室主幹 小川 健志

本日の書記は、次のとおりである。 

都市計画課主事 髙木 慧 

都市計画課主事   藤井 啓人 

（開会時刻 午後１時００分） 
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事務局            皆様、こんにちは。 

（都市計画課長）   ご案内のお時間となりましたので、ただいまから第１１回大垣市都

市計画景観審議会を開催させていただきます。進行を務めます私は、

都市計画課長の關と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

 本日は、加納委員さん、小松委員さん、髙木委員さん、中川委員さ

んの４名がご都合によりご欠席ということでございます。

また、大垣警察署長の宗宮委員さんがご都合によりご欠席でござい

ますが、交通第一課長の谷口様に代理でご出席をいただいております。 
また、名和委員さんは遅れられると伺っております。

 委員さんの２分の１以上のご出席をいただいておりますので、大垣

市都市計画景観審議会設置条例第６条第３項の規定によりまして、会

議が成立いたしておりますことをご報告申し上げます。

それでは、会議に先立ちまして、諮問者であります市長に代わりま

して田中都市計画部長より、ごあいさつ申し上げます。

事務局    皆さん、こんにちは。都市計画部長の田中でございます。どうぞよろ 

（都市計画部長） しくお願いいたします。 

   はじめに、熊本地震のことについて、市の対応を簡単にご説明させて

いただきたいと思います。１７日の日に市の災害支援対策本部を設置し

ました。市民病院のＤＭＡＴが１８日から被災地に入っております。ま

た翌日の１９日には、市が備蓄しているペットボトルの水などを被災地

に提供をさせていただいております。 

   また、これは県からの要請でございますが、建築課職員の中から、被

災建築物の応急危険判定士、建物の危険度を判定する職員２名と、被災

宅地の、土地の関係になりますが、傾斜しているとか、被害があるとか、

そういった宅地を判定する職員１名を、明日からですが、２２日から被

災地に向けて第一陣を派遣するということが決まり、明日６時に県庁を

出発すると聞いております。 

   加えて、被災者の方に関しまして、市営住宅の方ですけれども、和合

団地１３戸を提供する予定でおります。 

   現在、東北の大震災でも釜石の方に都市計画部の職員として建築課の

職員１名を継続して派遣しておりますが、今回の地震に関してもこれか

ら建築、土木といった技術職員の派遣が継続していくのかなということ

で、市としてもできる限りのご協力ご支援をして参りたいと考えており

ます。 

   本日の審議会でございますが、既に議案は皆様方に配布させていただ

いております。市役所の東側にあります、都市公園の丸の内公園の変更

についてご審議をお願いしたいと思います。 
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これにつきまして、新庁舎建設に伴いまして、新庁舎、公園、そして 

水門川の水辺空間を一体的に、空間を創出するということで、水門川沿 

いに丸の内公園を配置するものでございます。後ほどご審議を賜りたい

と存じます。 

 また、報告事項として２点ございます。都市計画道路の見直しと、市

独自の都市計画のマスタープラン、近隣の町さんとの区域マスタープラ

ンはございますが、大垣市独自のマスタープランが無いものですから、

これを今年策定して参りたいということでございます。また、人口減少

時代に入りまして、コンパクトなまちづくりを進めていきたいというこ

とで、国の方からの要請もあり、立地適正化計画を今年と来年の２か年

で計画策定を進めてまいりますので、今後の進め方について、委員の皆

様方に報告をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。以上でございます。 

  

 
事務局       それでは議事に入ります前に、前回の、２月１５日の第１０回審議 

（都市計画課長） 会にてご審議いただいた案件につきまして、経過を簡単にご報告させ

ていただきます。 
平成２７年度の県の都市計画見直しによる横曽根地区の大垣都市計

画区域区分の変更につきましては、平成２８年４月１日付けで県が変

更告示を行い、それと同日付けで、用途地域、下水道、白地地域につ

きましても変更を行う旨の決定告示をさせていただいております。 
それでは、条例第６条第２項の規定によりまして、会長が審議会の議

長となっておりますので、これよりは、石原会長様、議事の進行をよろ

しくお願いいたします。  

 

 
石原会長     皆様、こんにちは。お忙しい中、ご苦労様でございます。それでは、

失礼ながら座って議事を進行させていただきます。はじめに、本日の

議事録署名者でございますが、長谷川委員様と、冠者委員様にお願い

いたしたいと存じます。どうぞよろしくお願いいたします。 
         それでは、本日の審議会につきまして、傍聴希望者はなしということ

でございますので、まずご報告させていただきます。 
本日の議案の審議に入りたいと存じます。本日の議案は１件でござ 

います。 
それでは、平成２８年４月７日付け２８都第１号で諮問がございま 

した、市の決定案件でございます「大垣都市計画公園の変更について」

を議題といたします。事務局からご説明をお願いいたします。 
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事務局       都市施設課長の廣瀬と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 
（都市施設課長）  それでは、第１号議案「大垣都市計画公園の変更」につきましてご

説明させていただきます。 
お手元の議案集の１ページから８ページが本議案の説明資料でござ

います。２ページをご覧いただきたいと存じます。２ページは諮問書

でございます。 
はじめに、都市計画公園であります、丸の内公園についてご説明さ  

せていただきます。 
７ページの総括図をご覧いただきたいと思います。 
大垣市丸の内二丁目地内の、市役所本庁舎に隣接して位置しており

ます丸の内公園は、昭和３０年に面積約０．２５ヘクタールの普通公

園として都市計画決定され、昭和３９年の供用開始以降、市民の憩い

の場として親しまれております。 
次に、８ページの計画図をご覧いただきたいと存じます。 
市役所本庁舎の東側に黄色で囲っております区域が現在の丸の内公

園の区域でございまして、今回の変更は、公園区域を水門川沿いの、

赤色で囲っております区域に変更するものでございます。 
お手元に配布しております、参考資料をご覧いただきたいと存じま

す。 
赤色で囲っております区域が新たな丸の内公園の区域でございます。

現在の市役所本庁舎は、昭和３９年に建築されたもので、施設の老朽

化、耐震化等から安心安全の拠点整備を目的とした新庁舎の整備を計

画しておりますが、「水を生かし、緑を広げ、まちづくりの拠点となる

庁舎」を基本の一つとして、市役所本庁舎だけではなく、隣接する水

門川の水辺空間や丸の内公園を一体に整備することとしております。 
また、「大垣市みどりの基本計画」におきましては、水門川周辺地域

を緑化促進地域として位置付けておりまして、「水とみどり」の環境の

シンボルとなる空間として整備することとしております。 
 これらの方針、計画によりまして、水門川の水辺環境を活かし、開

放的な緑地や遊歩道を配置した利便的で親しみやすい交流の場、憩い

の場となるよう、公園を整備していくものでございます。現行の公園

の敷地は将来に駐車場として活用していく予定でございます。 
少し戻りまして、３ページから６ページが、計画書、新旧対照表、

都市計画公園に関する補足説明、理由書となっておりますが、４ペー

ジの新旧対照表で説明させていただきます。 
今回、丸の内公園の位置、面積、区域をそれぞれ変更するとしてお

ります。公園の面積に関しましては、約０．０３ヘクタール減らす計

画としておりますが、これは当初決定時の約０．２５ヘクタールが昭

和 
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３０年当時の測量精度のもので、現在の測量精度で計測したところ、

約０．２２ヘクタールとなることから、あわせて区域面積の変更を行

うものでございます。今回の変更によって実質的な面積の変更が生じ

ることはございません。 
 次に、これまでの経緯および今後の予定についてご説明させていた

だきます。 
この変更案につきましては、平成２７年１２月９日から平成２７年

１２月１７日にかけまして、近隣自治会への説明を行っております。 
その後、平成２８年３月１５日から３月２９日の間、都市計画法に

基づく都市計画案の縦覧を実施しましたが、縦覧はございませんでし

た。また、意見書の提出もございませんでした。 
この丸の内公園の変更につきましては市の決定案件でございますの

で、本審議会でのご了承をいただきましたら、県知事協議を経て、決

定告示を行っていく予定でございます。 
以上、第１号議案の説明を終わらせていただきます。よろしくご審

議賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

石原会長     ありがとうございました。それでは、事務局からの説明がございま

したけれども、何かご意見、ご質問等ございましたら、ご発言お願い

いたします。 
 
溝口委員     計画案の第３来庁者駐車場になる場所は、駅前にあった噴水が移設

されていたと思うのですが、あれについてはどのようにする予定です

か。 
 
事務局      委員の皆様方もご存知ですが、昔、駅前に「亀の池」というシンボ

ル 
（都市計画部長） 的なモニュメントが置かれまして、大垣市出身の有名な芸術家の方が

作られたモニュメントで、今は丸の内公園の方に暫定で移設をしまし

たが、現在、駅南側、西側に再開発を進めております。今年の９月に

竣工予定ということでございまして、その後に再開発の工事が終わっ

た後、今は資材置場になっておりますが、前はモデル展示場の場所に

なっていました所に、面積は約１，１００平方メートルほどの敷地で

ございますけども、そちらの方を再開発の広場として、２９年度に市

の方で整備をしていくということです。その際には、自噴水、亀の池

を復元するという構想を持っておりますので、丸の内公園にある「亀

の池」のモニュメントについては、駅前の再開発広場の方に持ってい

って整備をしていきたいと、そういう予定でございます。 
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石原会長      今の回答でよろしいでしょうか。 

 

 

溝口委員      はい。 

 

高橋委員      消防署の分駐所ですが、話を聞いておりますと、これは県道の西の方

に作る予定だったと思いますが、変更したのですか。 

 

事務局       今、高橋委員さんがおっしゃられたのは中署分駐所の件だと思います 

（都市計画部長） が、まだ決定ではないということで、今日は庁舎建設の室長が来てお

りますけど、今後検討して行くということで、最終的な場所はまだ決ま

っていないということです。 

 

高橋委員      まだ決まっていないということですね。分かりました。 

 

石原会長      その他、何かご質問等ございませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

         では、原案を適当と認めるに、ご異議ございませんでしょうか。 
 

（「異議なし」との声あり） 
 

石原会長      ありがとうございます。それでは、原案を適当と認めることといた

します。 
本日ご審議いただきました議案につきましては後日、事務局を通じ

まして、市長さんに原案を適当と認める旨の答申をいたしたいと存じ

ます。慎重なご審議をいただき、ありがとうございました。 
本日予定されている議案は以上でございますが、事務局から２点報

告があるとのことです。 
それでは、まず１点目の報告事項について、事務局よりご説明をお

願いいたします。 
 

事務局       都市施設課で街路を担当しています佐原でございます。大垣市に 

（都市施設課主幹） おける都市計画道路の見直しについて、平成２５年１月の審議会後に、

報告事項として説明させていただきました。その後検討を行い、先月

には市議会建設環境委員会の場で見直しを行うことについて報告を

行いました。今後見直しを進めるにあたって、委員の皆様にも随時ご

意見をいただきたく思いますのでよろしくお願いいたします。 

それではお手元の資料の中で、「都市計画道路の見直し」をご覧く  

ださい。 

はじめに、1の「趣旨」でございますが、大垣市の都市計画道路 
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は、昭和２０年代の戦災復興をベースとした都市計画道路網の策定に 

 

始まり、その後は周辺との合併や高度経済成長による市街地の拡大、

自動車交通の増大を前提に計画されました。 

しかし、都市計画決定されてから何十年も経過しているものの、未

だ整備が進んでいない路線があり、都市計画決定された路線は建築制

限を課した状態が続いているのが現状です。 

また、近年では人口減少と少子高齢化など計画時とは社会情勢が大

きく変化しており、こうした中、国や岐阜県は必要に応じた都市計画

道路の見直し方針を示しており、市においても、現状に合った都市計

画道路とするため、廃止や幅員変更なども含めた見直しを行うもので

す。 
次に２の「市内の都市計画道路の状況」でございますが、総数３８

路線、延長１３０キロメートルを都市計画決定しており、平成２７年

度現在、整備済路線が１４路線延長８８キロメートル、整備率約６７

パーセントであり、未整備路線が２４路線、延長４２キロメートルと

なっています。 
続きまして、３の「基本方針」でございますが、一つ目は、市の見   

直し方針を策定します。二つ目に、平成２８年度は、既に完成形に近

い路線や、新たな整備の必要性が低い路線について優先的に見直しを

進めます。 
次に、４の「今後の進め方」でございますが、一つ目に、見直しに 

あたっては、沿線の地権者および住民等の関係者や議会、都市計画景

観審議会のご意見をお聞きしながら進めます。二つ目に、見直しに理

解が得られた路線については、順次、都市計画決定の変更手続きを進

めます。三つ目に、見直し結果について公表していきます。 
以上が、都市計画道路の見直しについてのご報告でございます。よ  

ろしくお願い申し上げます。 

 

石原会長     はい、ありがとうございました。ただいま、事務局から報告がござ

いましたが、ご質問等がございましたら、ご発言お願いいたします。 
 
岩井哲二委員   市議会の建設環境委員会でも申し上げたのですけども、この見直し

について、これは負の見直しなんですよね。やっていきましょうとい

う見直しではなしに、やめていきましょうという見直しなんですよね。

だけども、この計画決定を打たれた道路の中で、未だ未整備で地元の

ニーズも高い、この大垣という都市を見たときに、どうしてもインフ

ラ整備していくときに必要な路線というのは手付かずで置かれている

路線があると思うのです。私共も地元で言いますと、昼飯大島線なん
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か途中で終わってしまっている。細かい話になりますけども、朝夕の 
ラッシュ、あれが昼飯大島線が出来ていたら随分、バイパスの交差点、

楽田の交差点とか色々ありますけども、混雑は避けられると思うんで

すよね。だから、そのあたりの必要性のある都市計画が打たれた道路

の整備計画を早急に手を付けていただきたいということも要望したい

んですけども。 
 

石原会長      いかがでしょうか。事務局。 

 

事務局       ただ今、岩井委員さんが申し上げられました、昼飯大島線の整備とい 

（都市施設課長）  うことでございますが、今、現時点におきましては、事業化には至っ

ていない状況でございますが、大島町において道路が行き止まりになっ

ていますので、やはり見直し方針を策定する中で、時間を要しますが、

検討し努力していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

岩井哲二委員    地元の和合連合の方からも何年も何年も要望が出ていると思うんで

すよね。私の方にもご相談をいただいているんですけども、それだけ地

元の方も必要性を感じてみえている道路で、ここを使われる方だけでな

く、地元としても必要だというニーズの高い道路ですので、ぜひ積極的

に進めていただきたいと思います。     

 

事務局       今言われました、昼飯大島を含めて他のいくつかの路線でまだ事業化 

（都市計画部長）  に至っていない、優先度の高い路線もございます。交通事故の頻度が

高い路線もまだ途中で止まっている、２０番の神田神戸線も、事業認可

は取られているのですけど、まだ河間の手前で止まっているというとこ

ろで、こういったところもまだ進んでいませんので、優先度の高い路線

については、見直しではなくて、進めていくという視点で関係機関とも

お願いしながら推進できるように進めて参りたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

 

岩井哲二委員     よろしくお願いします。 

 

石原会長       今のご回答でよろしいでしょうか。 

 

岩井哲二委員     はい。 

 

石原会長       ありがとうございました。その他のご質問は。 

 

岩井豊太郎委員    全く整備されていない所もいくつかありますが、その原因は分かっ
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ていますか。なぜ手を付けていないのか。 

事務局        先ほど説明した、戦災復興を機にまちなかの中心部の路線について 

（都市計画部長）  は、やはり既成市街地でございまして、建築規制をずっとかけており

ますが、なかなか用地買収を含めてやっていくというところで財源の問

題があったりとか、関係者の数が多くございましたので、そういった事

情がございまして、事業化に至っていないというのが現実でございます。

そういった中で、昭和２０年代以降、状況も変わっていますし、少子高

齢化になり、交通量も右肩上がりからは変わってきていますので、そう

いったことも総合的に判断しまして、優先度の高い路線はどれなのか、

逆に優先度の低い路線については見直しを進めて行きたいということ

でやっていきたいと思います。 

           本当に長く時間が経っていて、地権者には建物規制等のお願いをず

っとしてきているのが現状でございます。そういった中で国とか県から

も、必要に応じて都市計画道路の見直しをかけていきましょうという、

そういった方針が出ておりますので、ずっと内部では検討はしてきたの

ですが、なかなか表に出すことがこれまで無かったものですから、前回

の審議会の方では勉強会という位置付けで情報提供はさせていただき

ましたけど、今年から正式に見直しをかけていくということで、今日改

めて、今回は頭出しございますけど、こういったことをやっていきたい

ということで、また皆様のご意見をお聞きしながら、出来るところから

着手をしていきたいということで、ご理解を賜ればと思います。以上で

ございます。 

 

岩井豊太郎委員    まず１つは、大垣全体のまちづくりをどうしていくのか。例えば、

東海環状の大垣西インターが出来たと。それによってどういうまちづく

りにしていくのか。或いは、神戸インターが出来た場合に、ものすごく

北から車が流れる率が高くなったが、そういったことを想定していたの

かということだ。北の方、中川の道路もそうですけど、朝なんかはもの

すごく渋滞している。そういう現象が現実に起きている。そういうこと

を想定して、早く手を打ってまちづくりをどうしていくのかということ

を出さなければならない。この中で予算化しているところはどこがある

のか、それを分かるようにしてほしい。今年度、県と市がどれだけ整備

するために予算を組んでいるのかを表さないとどこに手を付けている

のか分からない。今年度、来年度以降、どこを予算化していくのか、そ

れを示さないと、いろいろな話を聞いて私は知っているが、具体的に何

をやっているのかを示さないとだめだ。予算を付けて。 

 

事務局        今回はあくまでも頭出しということで、そういった細かい資料をお 

（都市計画部長）  出しするには至っておりませんけども、今後審議会の方で資料をお出
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しするときにはそういったものを含めて、出していきたいと思います。 

           今年度はまず、２０番の神田神戸線ですね。これは県道でございま

すけど、今、事業認可を取ってあるのがこの神田神戸線でございます

ので、そちらの方をまず予算化して、これは県事業になりますけど、

市の方で負担金を計上しまして、今年度にそこに入っていただけると

いう予定で聞いておりますので、まずはこちらの方をですね、今年予

算計上しております。あと、先ほど岩井委員さんがおっしゃられたみ

たいに、都市計画道路を計画した戦後と、今の状況と今後予測される、

そういった色々な要因が出てくると思いますので、そういったものを

含めまして、後ほど市単独のマスタープランの策定と、立地適正化計

画、市の基本的なまちづくりの計画策定を今年、来年で進めていきま

すので、そういったところでも、幹線道路のネットワーク、そういっ

たものも必要な要素になってきますので、計画策定の中でも、幹線道

路の位置づけについてはしっかりと検討していきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

  

石原会長       よろしいでしょうか。今のご回答で。 

 

岩井豊太郎委員    ええ。しっかり一歩でも進めてください。話だけしていても仕方な

いです。 

 

石原会長       今の都市計画道路の見直しについては、次の報告のマスタープラン、

コンパクトシティの件とあわせて、一体化して総合的に判断していくと

いうことで、事務局のご回答ということでよろしいでしょうか。 

 

高橋委員       １１番、この道路についても早くから要望しておりますが、これも

検討の一つとして挙げていただきたいと思います。 

 

事務局        分かりました。 

（都市計画部長） 

 

石原会長       １１番の道路についても要望がありましたということでよろしいで

しょうか。その他にご意見等ございませんでしょうか。 

           では、ご発言も無いようですので、２点目の報告事項に移らせてい

ただきます。それでは、事務局より説明をお願いいたします。 

 

事務局        都市計画課計画グループの西脇でございます。どうぞよろしくお願 

（都市計画課主幹） いいたします。それでは、大垣市都市計画マスタープラン及び立地適

正化計画の策定についてご報告させていただきます。 
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恐れ入りますが、お手元の資料「大垣市都市計画マスタープラン及び

立地適正化計画の策定について」をご覧ください。 

はじめに、計画策定の背景と目的でございますが、今後のまちづくり

は、人口の急激な減少と高齢化を背景としまして、「高齢者や子育て世

代にとって安心できる健康で快適な生活環境を実現すること」、「財政

面及び経済面において持続可能な都市経営を可能とすること」が大きな

課題となっております。 

こうした中、医療・福祉施設、商業施設や住居などがまとまって立地

し、高齢者をはじめとする住民が公共交通により、これらの生活利便施

設に容易にアクセスできるなど、コンパクトなまちづくりを進めていく

ことが重要になってきております。 

記載しております表は、国立社会保障・人口問題研究所が公表してお

ります大垣市の年齢別将来推計人口でございますが、大垣市におきまし

ても、２０４０年までに人口が約２５，０００人減少する一方で、６５

歳以上の人口は増加する結果となっております。 

こうした背景を踏まえまして、市では、長期的視点にたった都市の将

来像を明確にするため、「大垣市都市計画マスタープラン」を策定する

とともに、住居や都市の生活を支える機能の誘導により、コンパクトシ

ティの形成に向けた取り組みを推進するため、「立地適正化計画」を策

定することといたしました。 

次のページをご覧ください。「市マスタープラン」についてご説明さ

せていただきます。 

計画の位置づけでございますが、市マスタープランは、本市が定めて

おります「大垣市第五次総合計画」、及び岐阜県が定めております「大

垣都市計画区域マスタープラン」に即し、他の分野別計画との整合を図

りながら定めるもので、今後の都市計画の決定や変更は、この計画に即

して実施することとなります。 

次に、計画の構成でございますが、市マスタープランは、市の都市計

画区域全体の目指すべき都市像や整備方針等を示した「全体構想」と、

地域ごとの将来目標や整備の方針を示した「地域別構想」で構成する予

定でございます。 

「全体構想」では、市の特徴と主要課題を抽出・分析した上で、都市

計画の基本理念や目標を設定し、この目標に基づき、将来の都市構造に

向けた都市整備の方針を定める予定でございます。 

「地域別構想」では、都市機能の集積状況や土地利用の状況などから

地域を区分し、地域別に将来像や整備方針、諸施設の計画等を総合的に

定める予定でございます。 

続きまして、３ページをご覧ください。「立地適正化計画」について

ご説明させていただきます。 

12 
 



 

計画の位置づけでございますが、立地適正化計画は、先ほどご説明い

たしました「市マスタープラン」との整合を図りながら、人口減少・高

齢化社会などに対応したコンパクトシティを具現化するための計画で

ございます。 

計画の内容でございますが、公共交通施策や商業施策、医療・福祉施

策との連携を図りながら、区域や基本的な方針などを記載する予定でご

ざいます。 

区域につきましては、都市計画区域であります大垣地域と墨俣地域全

体を、立地適正化計画の区域とする予定でございます。 

基本的な方針につきましては、都市の骨格などを示すともに、計画の

達成状況を把握するため、居住誘導区域内の人口密度などの定量的な目

標値を設定する予定でございます。 

居住誘導区域につきましては、人口減少にあっても一定エリアにおい

て人口密度を維持することにより、生活サービスやコミュニティを持続

的に確保できるよう、居住を誘導すべき区域として設定する予定でござ

います。 

下のイメージ図をご覧ください。青色で着色しております区域が居住

誘導区域でございます。青色の破線で示しております市街化区域の中に

定めることになります。 

続きまして、４ページをご覧ください。都市機能誘導区域と誘導施設

につきましては、医療・福祉・商業等の都市機能を都市の中心拠点や生

活拠点に誘導し集約することにより、各種サービスの効率的な提供を図

る区域として設定する予定でございます。 

下のイメージ図をご覧ください。赤色で着色しております区域が都市

機能誘導区域でございます。青色で着色しております居住誘導区域の中

に定めることになります。 

続きまして、５ページをご覧ください。策定体制についてご説明させ

ていただきます。 

策定体制としましては、１２部局２３所属で構成されます「都市計画

マスタープラン等庁内調整委員会」を主体として内部検討を行ってまい

ります。また、都市計画景観審議会において、委員の皆さまからご意見

をお聴きするとともに、自治会や関係する民間団体への説明会や、パブ

リックコメントなどを実施する予定でございます。 

最後に策定スケジュールでございますが、上の表が市マスタープラン

のスケジュールで、下の表が立地適正化計画のスケジュールでございま

す。市マスタープランにつきましては、年内に素案を都市計画景観審議

会でご説明をさせていただきまして、平成２８年度末に原案をご審議い

ただく予定でございます。 
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また、立地適正化計画につきましては、年内にまちづくり方針、平成

２８年度末に素案をご説明させていただき、平成２９年度に原案をご審

議いただく予定でございますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

以上で、「大垣市都市計画マスタープラン及び立地適正化計画の策定

について」のご報告を終わらせていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

 

石原会長     ありがとうございました。ただいま、事務局から報告がございまし

たが、ご質問等ございましたら、ご発言をお願いいたします。 
 
岩井哲二委員   ２点ほど。コンパクトシティはいいんですけども、資料１ページに

ある、「公共交通によりこれらの生活利便施設等にアクセスできる」と

いうことで、公共交通、いつも言われ、現時点でも言われてるんです

けども、言葉とか文章には出てくるんですけども、現実的に公共交通

の整備といってもなかなか難しいですよね。作ったはいいけど、コン

パクトにしていくのはいいけども、公共交通というのは最も重要な位

置を占めると思うんですけども、そのあたりは十分配慮して計画を立

てていただきたいというのが一つ。 
もう一つは、都市機能誘導区域とか、居住誘導区域。今、熊本で災

害が起きてますけども、これって災害にものすごく弱い街じゃないで

すかね。こういう考え方をすると。都市機能誘導区域に医療、福祉、

商業を集約させるわけでしょう。そこがやられたらその都市の医療、

福祉、商業が壊滅状態になるわけですよね。だからある程度こういう、

特に医療、福祉なんかは散在させておく方が僕は災害に強い都市だと

思うんですけど、そのあたりの考え方をお聞きしたいんですが。 
 

事務局       まず、１点目の公共交通をどうしていくのかという岩井委員さんから 

（都市計画部長） のご意見ですけど、イメージされるのは鉄道、バス路線、そちらの方

は生活環境部との連携を図りながら、今一番喫緊の課題としては養老鉄

道をどうしていくのかというのが問題となってますけども、そういった

ところとの整合性をどう持たせるかをきっちり検討していきたいと思

います。 

          もう一つは、熊本で震災があって、こういった集約していくことが逆

にマイナスにならないのかというご意見だと思います。イメージしてい

るのは、居住誘導区域の中に都市機能誘導区域があるんですが、これは

大垣市を一箇所に全部集約するということではなくて、まちなかに一箇

所とか、周辺部にいくつか作って、人口集中地区は市街化区域とイコー

ルではないんですけど、今考えているのは、市街化区域の中の人口集中
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地区くらいをエリアとして居住誘導区域にしていきたいなということ

で、基本的には市街化区域を若干小さくするような形になろうかと思い

ます。ですから、中心市街地一箇所に全部集約すると、そういうことに

はならないようにしていきたいと思います。よろしいでしょうか。 

岩井哲二委員    僕が言いたいのは、そういうことじゃなしに、こういう都市を形成し

ていくときには、災害というものもすごくウェイトを置いてやっていか

なければ、僕は大垣全部が駅の南口に集約するというわけではないとい

うのは分かるんですけども、例えば、医療、福祉、商業をどういう風に

配置していったら災害に強い都市に持っていけるかということが、コン

パクトシティを作る中でウェイトが高いと思うんですけれども。 

事務局    防災という観点も必要だと思いましたので、そういったところも今後 

（都市計画部長） 検討する中で十分考慮していきたいと思います。 

岩井哲二委員  これも実際に動き始めるのは１０年以上経ってからだろうと思うん

ですけども、地震のことばかり言って申し訳ないんですけども、３０年

以内に東南海、東海沖地震が起きる確率が高いと言われている。計画し

たはいいけども、結局災害には弱かったとならないよう、防災は喫緊の

課題だろうと思いますので、このあたり、都市計画部だけじゃなしに、

他の生活環境部も含めて検討していただきたいなと。 

事務局    今、岩井委員さんが仰られたことは非常に大切な視点だと思います 

（都市計画部長） ので、そういうところは、今後計画作りの中で反映して参りたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

石原会長      岩井委員、今の事務局からの回答でよろしいでしょうか。是非、考慮

していただけるよう、よろしくお願いいたします。 

   その他、何かご意見、ご質問等ございませんでしょうか。 

菱田委員      立地適正化計画について、質問したいんですが、居住誘導区域が市街

化区域内に設定されることによって、誘導区域と区域外でどんな違いが

出るのかなと。 

事務局    居住誘導区域の外側になったエリアは、今後、住宅開発等の動向を把 

（都市計画課主幹） 握するため、一定規模以上の住宅開発等については原則として届出が

必要となるということは出てきます。従前の土地利用が出来なくなると

いうものではございません。 
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菱田委員      市街化区域の田んぼなんかで家を建てようと思うと、届出の必要が今

は無い所でも必要が出てくる、そういう感じですか。 

 

事務局       「一定規模以上」ですので、戸建ての住宅にそれが発生するという 

（都市計画課主幹） ことは今のところ無いかと思っております。    

  

事務局       例えば市街化区域内であれば今、開発などの届出の必要はないですけ 

（都市計画部長） ど、西脇主幹が言ったのは、一定面積規模以上になると、ある程度ま

とまった面積になると届出が必要になってくるんですが、個別の宅地の

建設にあたって全部届出が必要になるかというと、そうではありません

ので、そういうところはまだしっかりしたものが出来ておりませんので、

今後、色々研究しながらやっていきたいと思います。全てにおいて届出

が発生するというのは聞いておりません。 

 

菱田委員      今でもある程度の面積になると開発許可とか色々規制があると思い

ますけど、誘導区域外だと、その規制が少し厳しくなるというイメージ

ですか。 

 

事務局       届出が一つ増えるような形になろうかと思います。一定規模以上の 

（都市計画課主幹） 開発と申しますのは、３戸以上の住宅の建築目的の開発であったり、

１戸又は２戸の住宅の建築目的の開発で、その規模が１，０００平方メ

ートル以上のもの、こういった決まりがございますので、それに該当す

る場合に届出が必要になるということです。 

 

事務局       今は原則１，０００平方メートル以上の場合ですと、開発許可申請

の 

（都市計画部長） 手続きがありますので、基本的にはそんなに変わらないかなと思いま

す。 

 

石原会長      今のお答えでよろしいでしょうか。 

 

菱田委員      基本的には市街化区域内に居住誘導区域が設定されることになると

きに、土地を持っている人にとって、その土地が区域内に入るか入らな

いかで財産的に、新たに規制が多少は出てくる形になると思うんですけ

れども、影響はそれほど大きいものではないという理解でよろしいでし

ょうか。 

 

事務局       基本的には地権者の方にそういう影響を与えないように、市街化区 

16 
 



（都市計画部長） 域内でも、先ほど言いましたけども、今イメージしているのは人口集

中地区くらいで、市街化区域内でも居住誘導区域をぐっとしぼめていく

ことは今は考えていません。なるべく、緩やかな範囲で設定をしていき

たいなという風には考えています。それにあたっては、またこういった

審議会で皆様方にご提示をして、ご意見をいただきながらエリア設定を

していきたいなと思っておりますのでよろしくお願いいたします。 

石原会長      今のお答えでよろしいでしょうか。 

菱田委員      はい。 

石原会長      その他に何かご質問等ございましたらお願いいたします。 

溝口委員 マスタープランの方なんですけども、「将来の都市構造に向けた都

市整備の方針」ということで、「景観形成の方針」というところがある

んですけれども、先ほどの都市計画道路と若干関係するところであるん

ですが、私、景観遺産の方で関わらせていただいていて、旧大垣城を中

心とした旧城下町などは戦災で焼けたとはいえ、まだ結構城下町の風景

を残すところも多くあってですね、やはりそういったものは大垣の財産

でもあるし、まちの魅力づくりという非常に重要なポイントだと思うん

ですよね。そういうこと無しに戦後の計画道路とかというのは、広い道

路が、今となってはなんでここを通るんだというような計画がそのまま

残っていたりすることが非常に全国の都市で多いんですけれども、先ほ

どの計画道路の見直しもそうなんですが、道路が残っていると、計画が

あるがゆえに、魅力ある建物が取り壊されているとか、城下町としての、

空間的、景観的な魅力が損なわれる可能性があると、これだけ交通の便

も良くて魅力ある大垣市の、住んでみたいなという魅力が低下すること

にも繋がりかねないものですから、是非そういう、土地利用とか大きな、

都市計画的な観点も必要ですけれども、景観的な魅力ということも、や

はり大垣はそういう魅力を持っている街ですから、赤坂でもそうですし、

そういう視点を十分考慮して、マスタープランを作っていただけると有

り難いなと思います。 

事務局    今、溝口委員さんが仰られたように、街路見直しにおいてもそういっ 

（都市計画部長） たことがあるんですけども、例えば大垣市内ですと、中山道であるとか

美濃路とか市内を走ってますので、そういったところに、戦後復興期の

道路を計画したままずっと規制をかけていると、そういう状況の中で、

出来るだけ今の街並みを残す形で見直しが出来ないかというのは私も

考えてますし、そういった視点も考慮しながら街路において見直しをし
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ていきたいと思ってますし、マスタープラン、計画策定においてもそう

いったところは十分考慮していきたいと思ってますので、よろしくお願

いします。 

車戸委員      「適正化」計画のための誘導でしょうから、是非、一番初めの理念で、

先ほど岩井委員が仰ったように、防災的なものも、昔一極に大垣城に集

中していたから、それは戦災とは違うでしょうけども、そこで被害があ

れば全部アウトになっちゃうようなこともありますのでそのバランス

と、適正化のイメージをしっかり作っていただいてから誘導するなり、

届出制度を展開するなり自粛するなりしながら、そこの軸のところを作

っていただいて、是非やっていただければと思います。結果としての都

市計画じゃなくて、ある程度誘導する都市計画をやってもらいたいとい

う気も私もあるものですから、是非、そんなところで頑張っていただけ

ればと思っております。 

石原会長      よろしいでしょうか。その他に何かご質問あるいはご意見等ございま

したら、よろしくお願いいたします。 

   よろしいでしょうか。では、ご発言も無いようですので、これをもち

まして閉会といたしたいと存じますが、最後に事務局から連絡があると

のことですので、お願いいたします。 

事務局    慎重なご審議どうもありがとうございました。色々なご意見をいただ 

（都市計画部長） きましたので、今後計画作り、道路見直しにおいて反映して参りたいと

思います。 

   それとご連絡があります。今日、都市計画部関連のイベントというこ

とで、チラシの方を配布させていただきました。今週末の２３日の土曜

日の午前中は、赤坂地区で景観遺産のウォーキング、景観遺産めぐりが

あります。昨年も開催しまして大変好評でしたので、今回も赤坂地区で

景観遺産めぐりをして参りたいと思います。チラシの方にも出ておりま

す、竹中邸の赤壁ですけども、そちらの方は昨年新たに登録をした景観

遺産でございます。今回、色々なコースを設けまして、３コースほど、

健脚コースとかそういったものを設けて、自由に散策をしていただくと

いう景観遺産めぐりを開催いたします。週末はどうも天気は良さそうで

すので、いいイベント日和になるのかなと思います。当日は美濃赤坂駅

に集合していただいて、その後自由に歩いてもらうということになりま

す。 

   それと、同日２３日土曜日の午後と２４日の日曜日は、花と緑のふれ

あい展ということで、毎年開催しています、緑化啓発ということで、大

垣公園一帯、また大垣城ホールでは環境市民会議さんのイベントも同時

開催でございますので、そちらの方も足を運んでいただければと思いま
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す。苗木の無料配布とか、子どもさんに大変人気のあるカブトムシの幼

虫の配布とか、色々イベント盛りだくさんですので、是非ともご家族で

参加をしていただければと思います。 

   それともう一つ、市民団体さんが主催されます、さつきフェスティバ

ルがまた、毎年開催をしていただいているんですけど、５月に開催され

ますのでまた、市のサツキのピーアールにもなりますので、こちらの方

も是非足を運んでいただければと思います。 

 それと、皆様方にご協力をいただきました、都市計画景観審議会で

ございますけども、委員の皆様の任期が、今年の７月３１日をもちま

して、２年間の任期が満了いたします。委員の皆様方には大変ご協力

をいただきまして、ありがとうございました。今後も引き続き、審議

会委員をお願いさせていただく場合には、是非とも、また変わらぬお

力添えを賜りますようお願い申し上げます。本日は、長時間にわたり、

ご審議いただきまして、ありがとうございました。

（閉会時刻 午後２時００分）
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